
基準１ 教育理念・目的・育成人材像等 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

本校は、『専門知識・技術、そして人間尊重を兼備し社会に貢献する人材の育

成』を建学の精神として、１８９５年、福田馬太郎により「製図夜学館」とし

て創立されて以来、一貫して工業社会に人材を輩出する技術者教育の場とし

て運営されてきた。 

創設者による「知識・技術・精神を備えた、時代が求める技術者を養成する」

という教育理念のもと、工業社会黎明期の製図教育から、高度成長期の中堅

技術者教育を経て、現代のＩＣＴ社会や環境重視社会、あるいは技術社会の

構造的な変革や入学者の多様化に至るまで、様々な社会的要請に応えるべ

く、学科編成や教育内容を変遷させつつ今日を迎えている。一方では変わら

ぬものとして、技術が持つ原理や原則の確実な習得と、それを用いた創意工

夫を重視することを通じて、学生個々の資質を生かすとともに、さまざまな

工業社会の局面に対応できる、創造性や柔軟性を備えた社会的な適応能力豊

かな人材育成を目指している。 

また、１９９５年に創立１００周年記念事業の一環として校是が制定され、 

「水随方円自在なり    技沿規矩越時空    人順謙虚通主天」と、

本校の教育理念が、柔軟な組織運営や原理に忠実な教育内容、学生・教職員

の基本姿勢等の面から、より具体的に補完された。 

このような教育理念に基づく教育活動をより有効かつ確実なものとするた

め、中長期的視座で包括的な学校運営方針を「中期計画（5 ヶ年計画）」とし

て策定し、具体的な活動計画として、事業計画を年度毎に策定し、実施状況

を確認しながら当年度や次年度への機動的な対応がなし得るための、業務活

動の整備を進行させている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 伊東 和幸 



1-1 （1/1） 

1-1 理念・目的・育成人材像は定められているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

1-1-1 学校が教育を行

う理念・目的・育成人

材像などが、明確に定

められているか 5 

教育理念として、創設者の

建学の精神に由来する「知・

技・心」を兼備した人材育成

を目指しており、また「校是」

を以って、その教育理念を具

体的に補完している。 

教育理念等について、学校

ホームページ、及び学校案内

で明示している。また、創立

100周年記念事業の一環とし

て制定された校是を持って

いる。 

 学校ホームページ 

（学校概要） 

学校案内（8～11 ページ） 

100 周年記念誌 

1-1-2 理念・目的・育

成人材像を実現するた

めの具体的な計画・方

法を持っているか 

5 

教育理念・教育方針に基づ

いた学校運営を事業計画と

して定めている。 

福田学園事業計画（OCT） 

を策定。また、学生便覧に於

いて教育方針・教育目的等を

明示している。 

 福田学園事業計画書 

（OCT） 

学生便覧（14～20 ページ） 

1-1-3 理念・目的は、

時代の変化に対応し、

その内容を適宜見直さ

れているか 

5 

適宜、時代の変化に応じた

内容に見直し、その際には中

期的な視野に立って行って

いる。 

見直された当該内容は、事

業計画策定時に事業計画書

と共に学生便覧に反映させ

改定している。 

 福 田 学 園事 業計 画 書

（OCT 経年分） 

学生便覧 

（経年分） 

 
1-1-4 理念・目的・育

成人材像等は、教職員

に周知され、また学外

にも広く公表されてい

るか 

5 

学内・学外ともに広く公表

している。 

学内は学生便覧を使用して

教職員・学生に周知し、また

学外へは学校ホームページ

や学校案内を以って公表し

ている。 

  学生便覧（14～20 ページ）

学校ホームページ 

（学校概要） 

学校案内（8～11 ページ） 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

創設者の建学の精神に由来する教育理念と、創立１００周年時の校是が制定

されており、学内の教職員や学生には学生便覧を使用して周知し、学外へは

学校ホームページや学校案内を以って公表している。また、それに基づく中

期計画（5ヶ年計画）や事業計画を策定している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 伊東 和幸 



1-2 （1/1） 

1-2 学校の特色はなにか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

1-2-5 学校の比類ない

特色として挙げられる

ものがあるか 

4 

創立 127 年の歴史とその卒

業生の活躍。 

各産業界（企業）との連携に

より、専門的且つ実践的なカ

リキュラムで授業を行って

いる。 

１級建築士試験合格者数 

（設計製図の試験：学校別）。 

各種設計競技の受賞歴。 

文部科学省より職業実践専

門課程の認定を受けている。 
（建築系 5 学科・機械系 1 学科） 

校友会組織の活動。 
 

卒業生の動向（顕著な活躍

等）については、校友会事務

局だけでなく、学校の教員等

との協力体制で更なる情報

の収集に努める。 

試験センター発表データ 
（専門学校での合格者数は、全国

で※3 位、西日本で※2 位） 

※受験資格を学歴としたデータ 

各受賞記録簿 
（例、あすなろ夢建築大阪府公共

建築設計ｺﾝｸｰﾙ：2019～2022 年

度に於けるｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ等の受賞実

績） 

職業実践専門課程 
（文部科学省の告示） 

校友会組織図 

*   5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

専門学校としては比類ない歴史を持ち、業界で活躍する卒業生は極めて多

い。それらを統括する校友会活動も活発であり、西日本全域を中心に各支部

を持つ。また、連携企業からの多様な講師陣と言った専門人材を擁してお

り、その豊富な専門性や人間性が本校の実践的な教育の源泉である。 

教育方針のもと学生に教授した結果により、建築系学科では在学中に於ける

各設計競技等での受賞歴、及び卒業後の 1 級建築士試験（合格実績）、また各

産業界（企業等）との連携内容は比類のない特色として挙げられる。 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 伊東 和幸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1-3 （1/1） 

1-3 学校の将来構想を抱いているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

1-3-6 学校の将来構想

を描き、3～5 年程度

先を見据えた中期的構

想を抱いているか 

4 

学校の将来構想（存続）に

於いては、安定した学生数の

確保が必須であり、それに向

けた中期構想を抱いている。 

その学生数を確保するた

め、常に入学希望者の動向や

社会情勢を視野に入れた中

期計画（5 ヶ年計画）を策定

している。 

将来的にオンリーワンと

なるべく、競合他校と一線を

画した本校独自の ICT 教育

体制とその教授力を礎とし

た学校作りをめざす。そのた

めに、教育内容の再編を企画

開発室と学科長が連携して

取り組む。 

中期計画（5 ヶ年計画書） 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

中期計画（5ヶ年計画）を策定する上で、各産業界の社会情勢や入学希望者の

動向を把握しながら、設置学科の再編やカリキュラム内容の見直しを行い、

将来構想を図っている。また、今後は競合他校とは一線を画した学校作りを

推進して行く。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 伊東 和幸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



基準２ 学校運営 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校運営は、建学の精神に由来する教育理念や校是を最上位の判断基準と

し、運営会議を筆頭に、教務会議・各委員会の議決の基に運営されている。 

2017 年度より、企画開発局を新たな部署として発足し、教員の人員配置、各

学科の今後の在り方等、中長期的な課題解決を図っている。 

また、経営に関連する事項については、学園理事会での議決に拠っている。 

運営の具体的な目標や方針は、教務会議や各委員会で審議された事項を基に

運営会議で諮り、事業計画として計画・策定され、年次途中での実施状況確

認を経て年度末に総括され、翌年の計画に反映させている。さらに、より長

期的な視点からの将来構想を構築するため、中期計画（5 ヶ年計画）を策定

している。学校運営の基盤については、学則を最上位に各種規定、及び各種

内規により定められている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 伊東 和幸 

 

 



2-4 （1/1） 

2-4 運営方針は定められているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-4-1 学校の目的、目

標に基づき、学校運営

方針は明確に定められ

ているか 
５ 

学校の管理運営に当たっ

ての目的、目標に基づく運

営方針は、毎年、事業計画の

中心内容として定めてい

る。 

運営方針を盛り込んだ事

業計画は毎年３月下旬の理

事会、評議員会にて承認を

得ている。 

 福田学園事業計画書 

（OCT） 

福田学園理事会議事録 

福田学園評議員会議事録 

2-4-2 学校運営方針は

きちんと教職員に明示

され、伝わっているか 
５ 

運営方針は、教務会議や各

委員会での審議をもとに運

営会議で諮り作成している

事から、決定内容は戻し伝え

ている。 

学園組織図に沿って、運営

会議（上層）から教務会議・

各委員会（下層）を通じて、

教職員に明示し伝えている。 

 福田学園組織図 

運営会議議事録 

教務会議議事録 

各委員会議事録 

 

2-4-3 学校運営方針を

基に、各種諸規定が整

備されているか ５ 

運営方針に基づき、各種

規程及び各種内規を整備し

ている。 

各種規程及び各種内規に

ついては、事業計画の策定

と併せて常に見直しを行っ

ている。 

 福田学園組織規程 

OCT 処務規程書 

各種規程書 

各種内規書 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

目的や目標に基づいた運営方針は、教務会議や各委員会での審議を基に運営

会議で諮られ、その審議事項の内容が事業計画として中核的な役割を担って

いる。また、それらを集約し長期的な全体構想を加味した中期計画（5 ヶ年

計画）を策定している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 伊東 和幸 

 

 

 



2-5 （1/1） 

2-5 事業計画は定められているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-5-4 学校の目的、目

標を達成するための事

業計画が定められてい

るか ５ 

2-4-1 アに同じ 

また、その結果を事業報告

として纏めている。 

併せて、中期計画（5 ヶ年計

画）を策定している。 

事業計画は毎年３月下旬

に、また、事業報告は５月

下旬の理事会、評議員会に

て承認を得ている。 

 福田学園事業計画書 

（OCT） 

福田学園事業報告書 

（OCT） 

中期計画（5 ヶ年計画書） 

福田学園理事会議事録 

福田学園評議員会議事録 

2-5-5 学校は事業計画

に沿って運営されてい

るか ５ 

事業計画に基づき実施状

況の確認と計画変更等があ

れば運営会議で修正等の確

認を行っている。 

運営会議は月1回のペース

で開催され、進捗状況の確認

をしている。 

 運営会議議事録 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

事業計画は毎年、教務会議や各委員会での審議を基に運営会議で諮られ、そ

の審議事項の内容が中核的なものとなって策定している。また、毎月進捗状

況が運営会議で確認され、修正や調整をしながら業務が進行している。年度

末には部署毎で総括され、次年度の計画策定に反映している。尚、長期的な

構想を捉え、事業計画を基に全学的な中期計画（5 ヶ年計画）を策定してい

る。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 伊東 和幸 

 

 

 

 

 

 



2-6 （1/1） 

2-6 運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-6-6 運営組織図はあ

るか 

５ 

学園組織図は法人室にて

管理し、全教職員とも閲覧可

能である。 

2-6-6 アに同じ 

なお、学園組織図に変更が

ある場合は理事会・評議員会

にて学園組織編成の承認を

得ている。 

 福田学園組織図 

福田学園理事会議事録 

福田学園評議員会議事録 

2-6-7 運営組織や意思

決定機能は、学校の目

的、目標を達成するた

めの効率的なものにな

っているか 
５ 

運営組織や意思決定機能

は学校の目的・目標を達成す

るために効率的なものにな

っている。 

理事会・評議員会は私立学

校法に定められた役割を果

たすべく機能しており、併せ

て、目標達成のための運営組

織が整備され会議を効果的

に開催している。 

 福田学園理事会議事録 

福田学園評議員会議事録 

運営会議議事録 

（OCT） 

2-6-8 組織の構成員そ

れぞれの職務分掌と責

任が明確になっている

か 
５ 

組織の構成員それぞれの

職務分掌と責任が明確にな

っている。 

学園組織規程・OCT処務規

程により、組織内の各職位

別・各職務別に、その役割と

責任を明確に示している。 

 福田学園組織規程書 

OCT 処務規程書 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校の最上位意思決定機関として運営会議が設置されており、そこでは教務

会議や各委員会での各種答申・審議事項が一元的に取り扱われている。 

教務会議や各委員会が実質的な審議の場として、学校運営全般について基本

的な方針や施策を検討・策定している。また、2017 年度より企画開発局を新

たな部署として発足し、教員の人員配置、各学科の今後の在り方など中長期

的な課題解決を図っている。 

 

 

最終更新日付 

 

2023 年 03 月 31 日 

 

記載責任者 

 

岩田 貴代 



2-7 （1/2） 

2-7 人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-7-9 学校運営に必要

な人材の確保と育成が

行われているか ４ 

事業計画に基づき、学校

運営に必要な人材の確保と

育成を概ね行っている。 

その年度の事業計画に基づ

き、要員計画・新規採用計画

を策定している。 

専任教員（採用）について

は週５日勤務に拘らず、週３

日・週４日など柔軟な勤務体

制で取り組む。 

福田学園事業計画書 

（OCT） 

2-7-10 人事考課制度は

整備されているか 

３ 

正式な制度としての人事

考課規程は整備されていな

い。 

 

人事考課規程は整備され

ていないが、実際的に人事

考課制度は運用されてい

る。例えば、業務委託契約者

については、１年毎の契約更

新時に上長等の評価によ

り、更新の可否を決定して

いる。 

まずは非常勤講師につい

て、ファカルティ内容の見直

しを行い、相対評価ができる

項目を増やすことで、講師料

等に反映することが可能か

の検討を行う。 

業務委託契約者 

（契約更新） 

関係書類一式 

2-7-11 昇進・昇格制度

は整備されているか 

４ 

事務系について、2016 年 4

月1日付で福田学園事務職員

採用・昇任規程を制定した。 

教員についての規程は整

備されていないが、実際的

に昇進・昇格制度は運用され

ている。 

教員に係る規定の整備を

進めて行く。 

人事異動通知書 

（辞令） 

福田学園事務職員 

（採用・昇任規程） 

2-7-12 賃金制度は整備

されているか 

５ 

賃金制度は整備されてい

る。 

給与規程・退職金規程・一

時金規程がそれぞれ存在し、

それに基づき運用をしてい

る。 

 給与規程書 

退職金規程書 

一時金規程書 

モデル試算表 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

 

 



2-7 （2/2） 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-7-13 採用制度は整備

されているか 

４ 

2-7-11 アに同じ 

事務系について、2016 年 4

月1日付で福田学園事務職員

採用・昇任規程を制定した。 

教員についての規程は整

備されていないが、実際的

に採用制度は運用されてい

る。 

教員に係る規定の整備を

進めて行く。 

人事異動通知書 

（辞令） 

福田学園事務職員 

（採用・昇任規程） 

2-7-14 教職員の増減に

関する情報を明確に把

握しているか 
５ 

教職員の増減に関する情

報を把握している。 

事業計画・事業報告で学園

全体の教員数等を掲載して

いる。また、教職員採用年

度や年齢等の構成一覧を作

成している。 

 福田学園事業計画書 

（OCT） 

福田学園事業報告書 

（OCT） 

教職員構成一覧表 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

採用・昇任規定は事務系職員に於いてのみ制定しているものの教員に係わる

規定は制定しておらず、また事務系職員・教員を問わず人事考課制度に係る

規定も制定していない。しかしながら、これらに係わるも規定が制定されて

いなくとも実際的な運用はなされている。 

今後の課題としては教職員の資質・能力向上の観点から、職場内での異動を

円滑に行うための新たな制度設計が必要である。 

なお、賃金制度については退職金も含め精緻な制度が確立している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 岩田 貴代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2-8 （1/1） 

2-8 意思決定システムは確立されているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-8-15 意思決定システ

ムは確立されているか 

５ 

意思決定システムは確立

されている。 

学園としての意思決定シ

ステムは組織規程により、明

確に規定すると共に学園組

織図により、はっきりと明

示している。 

 福田学園組織規程書 

福田学園組織図 

2-8-16 意思決定プロセ

スのポイントとなる仕

組み(会議等)が制度化

されているか 
５ 

意思決定プロセスのポイ

ントとなる仕組み（会議等）

は制度化されている。 

理事会・評議員会、運営会

議、教務会議、各委員会と言

った段階的に意思決定とな

る会議が制度化されてい

る。 

 福田学園理事会議事録 

福田学園評議員会議事録 

運営会議議事録 

教務会議資料 

各委員会資料 

2-8-17 意思決定の階

層・権限等は明確か 

４ 

意思決定の階層・権限等

は概ね明確である。 

各意思決定組織の階層・

権限等を組織規程、処務規

程等で定めることにより、

適切かつ円滑にシステムを

機能させている。 

慣習的に未管理な部分も

あり、定期的な見直しを今後

も進めて行く。 

福田学園組織規程書 

OCT 処務規程書 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

2-6（点検中項目総括）同文 

管理者の職務権限については学園組織規程や OCT 処務規定で明確化されてい

るものの、慣習的に未管理な部分も見受けられ、定期的な見直しが必要であ

る。 

 

  

最終更新日付 

 

2023 年 03 月 31 日 

 

 

記載責任者 

 

伊東 和幸 



2-9 （1/1） 

2-9 情報システム化等による業務の効率化が図られているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-9-18 業務効率化を図

る情報システム化がな

されているか 

４ 

業務効率化を図る情報シ

ステム化（cam-j 等）がなさ

れている。 

但し、学籍異動（転部・転

科）が発生した場合に、入学

時点にまで遡って学科名が

変更となる事から、システム

とは別に異動履歴の管理が

必要となる。 

入学から卒業まで、更に

は卒業以降の期間につい

て、学生一人一人の情報を

管理できるシステムを構築

し運用している。 

なお、学生募集について

は、更に 2018 年度より、HP

分析も兼ね備えた総合シス

テムである info クラウドを

導入している。 

 これまで情報システムに

学籍異動の履歴（入学学科の

変更履歴）を残すことは困難

あったが、ひと工程を加える

ことで一元的に履歴の確認

できるようになった。しかし

ながら当面は、別管理も併せ

て再確認の必要性がある。 

システム概要図 

ネットワーク図 

各種出力帳票 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学籍管理や成績管理のシステムは既に導入しており、セキュリティ面も強化

している事から、安全で効率的な業務遂行に寄与していると言える。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 辻本 功 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



基準３ 教育活動 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

人材育成像については、業界のニーズを捉えた上で学校としての方向性が

定まっており、それに準じて各学科単位での人材育成カリキュラムが体系的

に且つ適正な位置付けで策定されている。次に、学生による授業評価アンケ

ートは全科目を対象に年間 2 回に亘って実施をしており、その集計結果から

改善すべき所は改善し次期からの授業機会へと反映している。また、学校（各

学科）が目標にしている人材育成像に向けた授業を行う事が出来うる要件を

兼ね備えている教員（講師を含む）の採用に当たっては、専門性（学歴・職業

歴・取得資格等）と人間性（コミュニケーション能力等）を見ることで判断

している。なお、全教員が業界レベルの専門性を持つ事よりも、その点につ

いては現役として活躍をする非常勤講師に担って貰い、専任教員の視点から

は教育的技術を解き明かす立場として教員を棲み分けし配置している。その

様な経緯もあり確固としたる授業力の把握や評価のシステムは確立しておら

ず、その一部を授業評価アンケートで見ているのが現状である。今後は、公

開授業やモニタリング等、授業運営全般に亘って授業力の把握や評価が出来

る体制を整える必要性がある。その他では、既卒者（リカレント層）にも広

く門戸を開け、その対象となる学科も設置していることから多くの入学生を

受け入れており、また、科目履修生の受け入れも行う事で生涯教育の機会を

広げている。 

  

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 宗林 功 

 

 



3-10 （1/1） 

3-10 各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の人材ニーズに向けて正しく方向付けられているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-10-1 各学科の教育目

標、育成人材像は、そ

の学科に対応する業界

の人材ニーズに向けて正

しく方向付けられているか 5 

教育理念や教育方針に則り

ながら、業界ニーズにも対応

した育成人材像へと方向付

けをしている。 

福田学園事業計画（OCT）に

照らし、また教育課程編成委

員会に於いて業界ニーズを

確認した上で、学科毎に育成

人材像を設定、2022 年度中

期計画で各学科での取組み

を盛り込んでいる。 

 福田学園事業計画書 

（OCT） 

教育課程編成委員会議事録 

中期計画書（5 ヵ年計画） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学科レベル以前に学校としての育成人材像について、業界や入学生のニーズ

をもとに、技術的な側面と社会的かつ人間的な側面との両面について、全学

的な方向性が定まっている。その事を認識し教育の目標とした上で、学科と

しての目指すべき育成人材像を策定している。  

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 宗林 功 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-11 （1/1） 

3-11 各学科の教育目標、育成人材像を構成する知識、技術、人間性等は、業界の人材ニーズレベルに照らして、また学科の教育期間

を勘案して、到達することが可能なレベルとして、明確に定められているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-11-2 各学科の教育目標、育成人

材像を構成する知識、技術、人間性等

は、業界の人材ニーズレベルに照らし

て、また学科の教育期間を勘案して、

到達することが可能なレベルとして、

明確に定められているか 

5 

各学科の教育目標等は勿論

の事、業界の人材ニーズや教

育期間を勘案して、到達可能

なレベルとして定めている。 

学生便覧の中に教育方針・

教育目的等を各学科単位で

定め記載をしている。その到

達度の把握は試験等を通じ

て確認している。 

 学生便覧（14～20 ページ） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校の教育目標や人材育成像は、多様な資質を持つ学生群に対して、単に到

達点を設けるだけでなく、方向性を明確に示すことで学生個々のさらなる飛

躍を期待すべきものと考えている。同時に、社会に送り出す上で最低限の知

識や技術・人間性については、一定のラインを設定する必要性がある。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 宗林 功 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-12 （1/1） 

3-12 カリキュラムは体系的に編成されているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-12-3 学科のカリキュ

ラムは、目標達成に向

け十分な内容でかつ体

系的に編成されている

か 

5 

学科の目標達成に向け十分

な内容でかつ体系的に編成

している。 

各学科単位で策定したカリ

キュラムを教務会議で審議

し、その後に運営会議にて諮

り承認を得て決定している。 

 シラバス 

教務会議資料 

運営会議議事録 

3-12-4 カリキュラムの

内容について、業界な

ど外部者の意見を反映

しているか 
5 

教育課程編成委員会で得られる業

界のニーズ、また業界に拠点を置く

外部講師や関連企業との関係から外

部の意見を吸収し、カリキュラムの

内容に反映している。 

教育課程編成委員会は、年 2

回の開催が行われ、また業界に

関わる外部講師や関連企業等

とは、創立 127 年の歴史によ

り強いパイプで結ばれている。 

 シラバス 

教育課程編成委員会議事録 

外部講師一覧 

関連企業一覧 

3-12-5 カリキュラムを

編成する体制は明確に

なっているか 5 

教務課及び各学科単位に於

いて、カリキュラムを編成す

る体制を整え明確にしてい

る。 

学科長を中心に関係教員で

学科の全体像を策定、その後

メンバーによる協議を重ね

編成している。 

 福田学園組織規定書 

OCT 処務規定書 

3-12-6 カリキュラムを

定期的に見直している

か 
5 

3-12-4 アを踏まえて、毎年度

見直している。また、建築系学

科では建築士受験資格の更新

審査が 4 年毎に実施される事

から、その都度内容確認をし

ている。 

3-12-4 イを踏まえて、学生の

資質や業界の求める人材像を

勘案しながら、各学科単位で協

議を重ね、最終的に新年度に向

けて適宜変更している。 

 シラバス 

各学科協議資料 

学則変更（届） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

カリキュラムを体系的に編成するにあたっては、教育課程編成委員会での意

見や業界の関わる外部講師・関連企業等の意見を総合的に踏まえて、各学科

単位でカリキュラム策定（案）を作成した後に教務会議にて審議し、最終的

には運営会議での決定承認を得て新年度に向けた変更を適宜行っている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 宗林 功 



3-13 （1/1） 

3-13 学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置づけをされているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-13-7 学科の各科目

は、カリキュラムの中

で適正な位置付けをさ

れているか 5 

学科における科目体系上

の位置づけや、受験資格認

定上の必要科目としての位

置づけ、さらに必修・選択

の性格づけなど、多様な位

置づけがなされている。 

在学生に配布している学生

便覧（履修規定）の中に、各

学科単位で授業科目の一覧

を掲載している。 

 学生便覧（22～29 ページ） 

建築士受験資格要件一覧 

（建築系学科） 

3-13-8 各科目の指導内

容、方法等を示したシ

ラバスが作成されてい

るか 5 

全科目についてシラバスが

整備され、科目の目的、身

につけるべき能力、そのた

めの教育手法、自ら学ぶた

めの手法などが明示されて

いる。 

各科目の詳細は、シラバス

（授業概要・回数・試験・到

達目標等）でホームページ公

開している。 

 シラバス 

 

3-13-9 各科目の一コマ

の授業について、その

授業シラバスが作成さ

れているか 
5 

１コマごとの授業内容、キ

ーワード、配布資料、練習

課題が掲載されている。 

3-13-8 イと併せて、詳細は

授業支援システム上で公開

している。 

 シラバス 

授業支援システム 

（moodle） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

シラバスについては、形態的レベルでの整備は完了している。さらに、カリ

キュラム全体の中で各科目の位置づけや授業理解に役立つように、また学生

の能動的学習を促すツールとして「授業支援システム」を運用実践している。

これはシラバスと実際の授業進行との間に差異が生じた場合の補完にも活用

されている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 宗林 功 

 



3-14 （1/1） 

3-14 授業評価の実施･評価体制はあるか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-14-10 学生による授

業評価を実施している

か 

4 

対象全科目に於いてⅠ部

（昼間部）・Ⅱ部（夜間部）と

もに、前期・後期の各１回、

実施している。 

WEBCAS（ウェブアンケー

トシステム）を利用してい

る。 

 科目により回答数が極端

に少ない場合があり、授業担

当者の実施忘れや学生の回

答忘れ（学生の意識に依る所

がある）が原因と考えられる

ため、改善を検討したい。 

例えば、アンケート回答後

のスマホ最終画面を教員が

チェックする等の工夫も必

要か。 

ウェブアンケートデータ 

（集計結果） 



3-14-11 授業内容の設

計や教授法等の現状に

ついて、その適否につ

き学科や学校として把

握・評価する体制があ

るか 4 

授業評価の結果は事務課で統

計的に処理され、本人に結果

報告を行うと共に上長が結果

確認を行っている。しかしな

がら適否評価する体制として

は整っていない。 

授業評価結果に対し本人による「ふり

返りレポート」の提出を求めており、授

業評価結果と共にデータとしてファイ

ルし、google ドライブにて保管してい

る。授業評価結果の良くない場合は本人

へのヒヤリングや指導により経過観察

し、改善されない場合は担当変更等によ

り対応している。また評価が高い事例は

google ドライブの共有機能を活用し、

他の教員に素早く伝えることができる

よう環境を整備している。 

科目主任教員レベルにおい

ては、その都度、担当講師に対

し授業内容の設計・改善指導は

行われている。学科や学校とし

ては授業評価結果からの現状

把握はできているものの、その

適否についての評価体制作り

が今後の課題である。 

ウェブアンケートデータ 

（集計結果） 

ふり返りレポートデータ 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

授業評価については長年の積み重ねがあるが、やや形骸化の感もあったため 

近年見直しを実施している。授業評価の内容を、学生の感覚的な満足度調査に

加え、設定された教育目標の達成度確認も行えるよう見直した。具体的には達成

度確認のチェックシート方式の設問を増やし、更に学生自身が授業への取り組み

をふり返ることが出来るよう「記述式」の併用を行っている。こうすることで、

各科目の達成目標、学生が身につけるべき能力をより明確化することが出来

る。また授業を実施する教員の教育の質向上を目的に各教員の授業評価結果や

ふり返りレポートを共有できる環境を構築した。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 宗林 功 



3-15 （1/3） 

3-15 育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-15-12 学科の育成目

標に向け授業を行うこと

ができる要件（専門性・

人間性・教授力・必要資

格等）を備えた教員を確

保しているか 

5 

教員採用に当たっては、学

歴・職務歴・取得資格等を

専門性の目安としている。 

また、学生との円滑なコミ

ュニケーションのための柔

軟な人間性を重視して教員

を確保している。 

履歴書や面接記録等によっ

て確認が出来る。 

※面接時には、企業における

実務経験の内容を確認する。

その経験内容を以って、授業

にどう生かされるかも判断

基準としている。 

 履歴書 

面接記録シート 

3-15-13 教員の専門性

レベルは、業界レベル

に十分対応しているか 

5 

全教員が業界レベル（最新

で且つ即戦力的な意味）での

特化までした専門性を持つ

必要性はないと考えてい

る。逆に業界の専門技術者

が得てして気づかない、技

術が内包する基本原理や理

論を重視している。 

業界レベルの技術保持者と

して現役で活躍する非常勤

講師を、教育的観点から技

術を解き明かす立場として

専任教員をバランスよく配

置し対応している。 

 履歴書等（非常勤講師） 

3-15-14 教員の専門性

を適宜把握し、評価し

ているか 
5 

教員の職務経歴や研究領域

により専門性を把握してお

り、また授業評価によって確

認をしている。 

履歴書や面接記録による確

認、および前後期各 1 回の授

業評価を実施している。 

 履歴書等一式 

ウェブアンケートデータ 

（集計結果） 

3-15-15 教員の専門性

を向上させる研修を行

っているか 

4 

学校として、組織的に専門

性を維持向上させるための

外部研修会への参加機会を

提供し、研修会に参加した教

員からの情報（知識・技能）

を全教員で共有している。 

 専門性を向上させる外部

研修会への参加については、

教務課長が毎年度、全体的に

開催状況を把握し、適切な教

員に受講の勧めを行ってい

る。 

全教員が一同に外部研修

会へ参加する事が困難な状

況にはあることから、今後は

全教員が参加できるように

学内研修会での実施を検討

する。 

研修会（参加記録） 



3-15 （2/3） 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-15-16 教員の教授力

(インストラクション

スキル ) を適宜把握

し、評価しているか 

4 

前期・後期に各 1 回実施し

ている授業評価を通じ、教員

の教授力を把握している。 

3-15-16 アに同じ 授業評価結果により教授

力の把握はできているが、評

価基準など評価体制作りは

今後の課題である。 

ウェブアンケートデータ 

（集計結果） 

3-15-17 教員の教授力

(インストラクション

スキル)を向上させる

研修を行っているか 

4 

学内研修という形式は取って

いないが、各種関連団体が実施

する研修への参加機会を設けて

いる。また授業評価のあり方を

めぐる議論や教員間での授業運

営の打ち合わせ等が、結果とし

て教授力の向上にも役立ってい

る。 

3-15-15 イ同様に、教授力を

向上させる外部研修会への

参加については、教務課長が

毎年度、全体的に開催状況を

把握し、適切な教員に受講の

勧めを行っている。 

全教員が一同に外部研修

会へ参加する事が困難な状

況にはあることから、今後は

全教員が参加できるように

学内研修会での実施を検討

する。 

研修会（参加記録） 

ウェブアンケートデータ 

（集計結果） 

3-15-18 教員間(非常勤

講師も含めて)で適切

に協業しているか 5 

同系列科目での専任教員

間、また非常勤講師とのペア

で担当する科目での協業が

順調である。 

専任教員間では定期的なミ

ーティングで、また非常勤講

師とのペアでは専任教員が

主導的に協業を進めている。 

 

 

授業担当表 

授業支援システム 

3-15-19 非常勤講師間

で適切に協業している

か 5 

非常勤講師には講義内容や

業務について明確に指示が

なされているため、非常勤講

師間でも協業が順調である。 

各学科担当、科目主担当の

専任教員からの指示のもと、

講師間で打合わせが行われ、

協業の土台となっている。 

 

 

講師向け資料 

授業支援システム 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-15-20 非常勤講師の

採用基準は明確か 

3 

採用基準は、規定として明

確化していない。 

時代の変化に応じた教育ニ

ーズを捉えた上で、職歴・

学歴・関連した資格取得や

面接での人間性を総合的に

判断して採用を行ってい

る。 

職歴や一定の取得資格等、

最低限の基準作りの検討を

行う。 

履歴書等一式 

 
* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

授業の品質向上については、個々の教員や同系列教員グループに委ねられて

いるのが現状であり、そのような自立・自発的な改善努力の成果には目を見

張るものも少なくない。一方では、せっかくの成果が閉ざされた授業空間故

に他に伝播することなく、一部に留まってしまう憾みもある。 

成果を共有し、更なる向上のためにも組織的な教育研究や公開授業を含む、

施策の必要性がある。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 宗林 功 
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3-16 成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-16-21 成績評価・単

位認定の基準は明確に

なっているか 

5 

成績評価は出席率（原則

80％以上）、定期試験、作品

等を総合して判定【秀・優・

良・可・不可の 5 段階】して

おり、当該判定結果の合格者

【秀・優・良・可】に対して

所定の単位を与えている。 

詳細については、シラバス

及び学生便覧の履修規定の

中で明記している。 

 シラバス 

学生便覧（22～31 ﾍﾟｰｼﾞ） 

3-16-22 他の高等教育

機関との間の単位互換

に関する明確な基準が

あるか 5 

他大学等の成績証明書（単

位取得状況）、並びにシラバ

ス（科目内容）を確認した上

で、本校での履修科目に相

当するものに関して単位認

定を行っている。 

学生便覧によって単位認定

について記載している。単

位認定するに当たっては科

目担当者が精査し、上長の

承認を得て行っている。 

 シラバス 

学生便覧（33 ﾍﾟｰｼﾞ） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

成績評価や単位認定の当該基準、及び単位互換に関わる基準について、学生

便覧等に記載し明確にしている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 宗林 功 

 

 

 

 

 



3-17 （1/1） 

3-17 資格取得の指導体制はあるか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-17-23 目標とする資

格はカリキュラムの上

で明確に定められてい

るか 5 

建築系の学科に於いては、

建築士資格取得を目標にし

ている事からカリキュラム

の中で明確に定めている。 

建築士試験の受験資格を得

るには、カリキュラムの中で

指定された科目の履修が必

要である。また全学科で推奨

する資格対策の授業科目を

組み込んでいる。 

 建築技術教育普及セン

ター（確認通知書） 

 

時間割 

3-17-24 目標とする資

格の取得をサポートで

きる教育内容になって

いるか 5 

3-17-23 イで記載している

建築士試験に関しては、修学

期間（2 年間）の中で、該当

する指定科目を中心にカリ

キュラム構成を行っている。 

必然的に、指定科目の単位

を取得しなければ、進級・卒

業に至らないよう各基準を

設定している。 

 学則（カリキュラム別表） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

建築系の学生にとって、卒業後、学生本人の希望も然ることながら建築士資

格があらゆる要件で必要となる事から、必然的に指定された科目の単位を取

得しなければ進級・卒業に至らないように、カリキュラムの中に組み込んで

いる。また、学科（本科）卒業後には、建築士資格取得を第一に考える学生

を対象に１年制の建築士専科を設置し教育（資格対策）を行っている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 宗林 功 

 

 

 

 

 

 



3-18 （1/1） 

3-18 生涯学習に対して積極的に取り組んでいるか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-18-25 生涯学習に対

して積極的に取り組ん

でいるか 

5 

大学等の卒業者や社会人経

験者を対象とした建築設計

学科、また建築学科（夜間部）

に於いても同様の対象者受

け入れを積極的に行ってい

る。 

建築設計学科では 2010 年

開講以降、毎年 25～30 名程

度の入学者があり、また建築

学科（夜間部）では 50～60 名

程度の入学者がある。 

 学校案内書 
（58～75 ﾍﾟｰｼﾞ） 

学校基本調査資料 

（過年度の実績） 

3-18-26 聴講生制度は

あるか 

3 

科目履修生として、正規の

入学者以外にも門戸を広げ

教育の機会を与えている。 

学則に『科目履修生』欄を設

け、受け入れをしている旨を

明記している。 

時間割やクラスの構成上、

聴講希望者との条件が合わ

ない事が多く、敢えて外部へ

の情報発信を積極的には行

っていない。当面の間、現状

のままとする。 

 

3-18-27 生涯学習に関

連する講座の開設・受

講の状況・推移を正確

に把握しているか 

NA 

    

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

中長期的なキャリアアップを支援するため、短期に修了するような講座と一

線を画したリカレント対象学科（対象者：大学等の卒業者や社会人経験者）

を設置し、受け入れていることは、大いに生涯学習に貢献していると考えて

いる。 

特になし。 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 浜野 哲二 



3-19 （1/1） 

3-19 附帯教育事業に対する取り組みの組織・体制は明確になっているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-19-28 附帯教育事業

に対する取り組みの組

織・体制は明確になっ

ているか 
4 

キャリアセンター内にエ

クステンション室を設置す

ることで、附帯教育授業に取

り組む体制を整えている。 

福田学園組織図に記載さ

れているが、エクステンショ

ン室についての業務内容が

明記されたものがない。 

エクステンション室に係

わる業務を明確にした規定

書等を整備する。 

福田学園組織図 

3-19-29 附帯教育事業

に関連する講座の開

設・受講の状況・推移

を正確に把握している

か 5 

2009 年度実施からの開講講

座に於いて状況の把握をし

ている。 

実施した講座の記録データ

がすべて詳細に残ってい

る。 

 各種開講講座データ 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

附帯教育事業に取り組む組織・体制は明確になっており、また各種資格試験

対策講座の講師陣はすべて学校の関係者（専門的な知識や技術を擁する人

材）で万全の態勢を整え実施している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 善才 雅夫 



基準４ 教育成果 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校の教育成果とは、長期的には卒業生の社会での活躍や評価、短期的には進級・

卒業率や就職率、資格取得率などが指標として用いられることが多い。しかし「活

躍や評価」が数値を伴う指標になり難い点や卒業率（対概念としての退学率も同

様）や資格取得率などの数字も「教育」（education）の語源が（educo）「引き出

す」であることから、教育対象である学生一人ひとりの多様な資質を引き出した

結果＝成果を計る指標としては、いささか表層的な面があることは否めない。 

したがって、「何をもって教育成果とするか」という確認作業こそが、学校の教育

成果に関する自己点検の前提となることを踏まえたうえで、以下の点検作業を行

うものである。学生の就職については専門業界への就職以外に、大学編入や留学

希望などと多様化している。また、就職を目的としない入学者（主婦や社会人）

も増加しており、一律的に捉えることが困難になっている。そのような状況のな

かで、専門業界に就職を希望する者を分母とした就職率については例年 90％を

超えている。しかし、全般的に就職への動機が強いとは言えず、動機そのものを

育む必要性がある。週に一度のキャリアデザイン授業の内容を更に手厚くし、業

界動向や特性、職種解説はもちろん、働くとはどういうことなのかということか

ら丁寧に指導していく必要があり、これを実践する中で教員と進路支援室が一体

となった就職に向けた支援プログラムの策定と求人企業開拓を同時に進めてい

る。資格取得に関しては在学中に取得できる専門分野の資格が少なく、業務で必

要な資格は実務経験を経て受験するものが多い。従って在学中の資格取得は教

育の目標と言うよりも技術の原理原則を理解するための契機であり、受験経験

そのものを積ませることを通じて、将来の受験動機を形成することを目的とし

ており、全学的に特定資格の合格率を明確な目標に掲げている訳ではない。そ

の中で建築士専科では二級建築士合格を学科の教育目標と位置付けており、全

国平均 25％程度の合格率に対して例年約 60％程度を達成している。また、大工

技能学科では 1 年生全員に建築大工技能士 3 級、2 年生に同じく 2 級の受検を課

しており、全国平均以上の合格率を達している。その他では、昼間部全学生に社

会人として必要な業務遂行上の常識についての自覚を促すことを目的にビジネ

ス能力検定（3 級）の受検を課している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 宗林 功 



4-20 （1/1） 

4-20 学生の就職に関する目標を達成したか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

4-20-1 学生の就職に関

する目標を達成したか 

4 

①全体就職内定率は目標を

達成 

②進路決定率・活動率は達

成 

（担任教員との協力のもと

未決定者・未活動者との面談

を強化する中、就職非希望者

の増加傾向は継続） 

①目標数値：就職内定率

95.0％ 

②進路決定率 96.0％進路活

動率 98.0％ 

①実績数値：就職内定率

95.9％ 

②進路決定率 96.8％進路活

動率 98.2％ 

卒業後についての学生の

考え方は多様化している。こ

れには柔軟に対応する必要

性がある一方、業界正規就職

という基本方針を啓蒙すべ

く、CD 授業の充実、時代に

応じた内容更新を行い、個別

面談との連動を図る。 

進路活動概況報告書 

求人データ 

4-20-2 就職成果とその

推移に関する情報を明

確に把握しているか 

５ 

学生の進路活動状況、推移、

その結果、最終の進路決定先

等は全てデータとして保存。

学生との面談記録を時系列

で同じくデータ保存。求人企

業の情報も全てデータとし

て把握している。 

学生個々人の活動状況は

2010 年度より、学生面談記

録はカルテとして 2012 年度

より同一フォーマットで記

録化を継続。企業に関する情

報は 1995 年度より一元管理

を行っている。 

 就職状況表 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

ＣＤ授業、個別面談において活動を促す言葉、会話に加え、各データをさら

に有効活用し、導き出した分析結果をより分かりやすく各場面で説く必要が

ある。また学びに紐づいた業界就職だけにとらわれていては成果を見出だせ

ない時代である。学生の状況、考えを鑑み、必要に応じて外部の専門機関と

連携し、多様な働き方、社会人としてのあり方も指し示さなければならない。 

 

 

最終更新日付 

 

2023 年 03 月 31 日 

 

 

記載責任者 

 

善才 雅夫 

 

 



4-21 （1/1） 

4-21 資格取得に関する目標を達成したか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

4-21-3 資格取得に関す

る目標を達成したか 

3 

二級建築士、建築大工技能

検定、建築積算士補など学科

内でカリキュラムに落とし

込んでいる資格等は、一定の

成果が得られている。 

他方、業界からのニーズが

強い建築や管工事などの施

工管理技士、任意として位置

付けている電気工事士等は

目指す者が少ない。 

建築士専科における二級建

築士の合格率（総合）は全国

平均の合格率（25.0％）に対

して（57.6％）である。 

また、建築大工技能検定の

合格率は（3 級：61.5％）・（2

級：51.7％）、建築積算士補の

合格率は（82.1％）となって

いる。 

そして、全学的なビジネス

能力検定の合格率は（3 級：

64.7％）となっている。 

各種資格の必要性、取得する

ことによるメリット、取得しな

いことによるデメリット等が

明確に学生へ示されていない

ことから、資格関連科目の担当

教員による啓発に留まらず、担

任、進路担当など多様な立場か

らその必要性、有用性を解説す

る。これを内容ごとに時系列で

落とし込み、入学時より授業と

して CD 授業内に盛り込む。 

併せて、2023 年度からは、

資格取得促進に向けた委員を

教員から任命して推進する。 

各試験合否結果データ 

4-21-4 資格取得者数と

その推移に関する情報

を明確に把握している

か 4 

現在、経年ごとにデータ化し

記録として残している。 

ただ、データとして蓄積され

ているものの、試験によって

は担当者レベルで情報が止ま

っている現状がある。 

 

各担当者が試験合否結果表

を作成（データ化）している

ことで、推移は把握できる。 

当該年度での各試験結果、

及び経年との比較データが

各担当者内に留まらないよ

う教務会議等で情報の公開

を行う。 

各試験合否結果データ 

学校基本調査データ 

職業実践専門課程 

（公開データ※各学科） 

高等教育の修学支援新制

度（公開データ※各学科） 

 * 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

資格取得については動機形成や達成感醸成といった意味も込められているが、全

学的に資格取得の必要性を訴えており、やはり数多くの資格取得に挑戦すべきで

ある。そして、今の社会がどのような資格を求めているのかをしっかりと吟味し、

実社会に即した資格取得を日々啓蒙し、これに関する支援を学校として行ってい

くべきである。 

  

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 善才 雅夫 



4-22 （1/1） 

4-22 退学率の低減に関する目標を達成したか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

4-22-5 退学率の低減に

関する目標を達成した

か 

4 

除中退率低減を掲げ、基

礎学力が低位の学生に対す

る補習講座や予見される学

生の保護者連携等、除中退

低減施策は継続的に実施し

ていたものの、2021 年度の

除中退率は2020年度と比較

して 5.0％の増加となった。

しかし、2022 年度は前年比

3.9 ポイント下げることが

出来た。 

除中退率は、2021 年度

11.6％に対し、2022 年度

7.7％に減少。 

その一要因として、コロナ禍に

より担任や他教員との接触機会が

減少したため、除中退を予見する

ことが困難あるいは遅れた可能性

が考えられた。その対策として、時

間割の工夫による接触機会の増加

や併せてケアをすることで退学者

の減少へと繋げることができた。 

これからも基礎学力・学修意識

や目的意識において、幅広い層の

入学者が増加していることを踏ま

え、入学後の専門教育に支障が生

じないよう、基礎学力低位者に対

しては入学前教育の提供による学

力 UP を期待する。 

除中退者分析デ－タ 

除中退者原因別デ－タ 

4-22-6 入退学者数とそ

の推移に関する情報を

明確に把握しているか 
5 

経年ごとにデータで残し、

明確に把握している。 

専修学校基礎資料調査を毎

年、大阪府へ報告している。 

 専修学校基礎資料調査票 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

退学率の問題は、学校の教育目的や方針、入試制度、進級・卒業に関わる要

件や学生の資質・経済状況などとも深く関連しており、一元的に捉えること

は困難である。本校では、クラス担任、進路委員会が退学率低減のための方

策を検討し、これを実行している。コロナ禍においても学生カルテに記録を

残し、そのフィードバックを学校諸制度やクラス運営に反映している。 

 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 宗林 功 



4-23 （1/1） 

4-23 卒業生・在校生は社会で活躍し、評価を得ているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

4-23-7 卒業生は社会で

活躍し、評価を得てい

るか 5 

各業界から卒業生の高い評

価の声を多く聞く。また、企

業の経営者や管理者層にも

卒業生が多い。 

校友会イベントでの卒業生

のヒヤリングや状況把握、求

人企業でのヒヤリングから

その活躍が窺える。 

 企業アンケート集計結果 

入学案内（4～7 ページ） 

4-23-8 卒業生の例とし

て特筆すべきものを記

述できるか 5 

これまで新聞記事や専門雑

誌等でも紹介されたことが

あり、特筆すべきものを記述

出来る。 

中堅企業や個人事務所で

活躍しているケースが多く、

一般的な知名度は高くない

が、その道で一目置かれる卒

業生は多い。 

 新聞記事 

専門雑誌等（掲載） 

4-23-9 在学生や卒業生

の作品や発表が、外部

のコンテスト等で評価

されたか 
5 

 建築、大工及び機械の分野

に於いて、多くの受賞歴があ

る。 

代表的なものとしては『あす

なろ夢建築大阪府公共建築設

計コンクール（グランプリ・準

グランプリ受賞）』で、その他

のコンテストでも多くの受賞

歴がある。 

  コンペディション受賞歴

コンペ企画書 

プレゼンテーションシー

ト 

4-23-10 在学生や卒業

生の作品や発表が、外

部のコンテスト等で評

価された例として特筆

すべきものを記述できるか 

5 

 例年多くの受賞歴やコン

ペの企画書等が評価されて

おり、特筆すべきものを記述

出来る。 

4-23-9 イと同じ  コンペディション受賞歴

コンペ企画書 

プレゼンテーションシー

ト 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

3 万人を超える卒業生を擁する本校は、社会から一定以上の評価を受けてお

り、建築・機械分野での会社における業績や各種受賞歴がそれらを裏付けて

いる。校友会組織が全国各地に支部を持ち、卒業生と学校との窓口としても

機能しているが、より一層の連携が必要である。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 宗林 功 



基準５ 学生支援 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

進路支援（就職・進学）について、就職ガイダンスの開催や個人面談、学生カ

ルテの作成など体制構築は日々進んでいる。求人数についても年々その数は

増加しており、学生に対して、より多くの就職先企業を提供できている状況

にある。進路指導に於いては、より細かな個別対応を進め、まずは就職に対

する意識形成を早期に具現化できるようにしなければならない。求人企業で

は、求人数のみを求めるのではなく、業界、職種、企業規模など学生の細か

なニーズに応えられるよう質も合わせて求めていかなければならない。次に、

学生相談は外部から専門の心理カウンセラーを配置し有効に機能している。

また、経済的側面での支援では、従来からある公的な奨学金制度の紹介だけ

でなく、2020 年度より国（文部科学省）が創設した『高等教育の修学支援新

制度』がスタートした事で、経済的困窮者には家計基準に応じて入学金の免

除や授業料の一部が免除され、併せて返還の必要がない奨学金も給付される

ようになった。また、学園独自としての学費サポート体制を整え、且つ延納・

分納制度も取り入れ可能な限りの対応を行っている。その他では、学生の健

康管理体制も勿論のこと、課外活動に対する支援や一人暮らし等の生活環境

の支援、卒業生への支援も万全の体制を整えている。当然の事ながら、学生

の保護者とも適切に連携をしながら、有意義な学生生活になるよう邁進して

いる。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 善才 雅夫 



5-24 （1/1） 

5-24 就職・進学指導に関する体制は整備され、有効に機能しているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-24-1 学生の就職・進

学指導に関する体制は

整備され、有効に機能

しているか 

5 

学科の特性や学生個々の状況

に応じた適切な進路活動支援

体制を構築し有効に機能させ

ている。 

進路担当 3 名と教員との情

報共有、1 年次後期よりキャリ

アデザインを進路支援室が担

当することで、その後の個別面

談へと確実に繋げられている。 

 福田学園組織図 

時間割 

5-24-2 就職に関する説

明会を実施しているか 

5 

新規企業を開拓のうえ、就職

説明会を開催している。 

年間 70 社の開催。学生の志

望度合いの高い業種を中心に

17 社の新規企業を獲得。企業

規模、業種、職種などのバラン

スが図られた結果となってい

る。 

 ガイダンスレジュメ 

（参画企業リスト） 

5-24-3 就職に関する学

生個別相談を実施して

いるか 
4 

授業開始前、昼休み、放課後、

土日を利用した個別指導を実

施している。 

就職、大学編入希望者の 90％

以上の学生と複数回の面談を

実施している。 

面談記録のない者の多くは

進路活動そのものに無関心で

あるため、該当者には幅広い選

択肢の提供を行う。 

面談記録簿 

5-24-4 就職の具体的活

動(履歴書の書き方な

ど)に関する指導を実

施しているか 
3 

就職ガイダンス、キャリアデ

ザイン、個別指導を通して実

践している。ただ学生の中に

は書類の体裁を整えることに

終始している事例もある。 

履歴書の添削、模擬面接等の

場面で内容の希薄さが顕著に

見られることが少なからずあ

る。 

学生の業界や職種に対する

認識の不足及び言語能力の弱

さが要因であるため、支援プロ

グラムの見直しや導入済みの

基礎学力向上プログラムを強

化することで底上げを図る。 

履歴書添削資料 

支援プログラム 

基礎学力向上プログラム 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

今後も進路委員会、進路支援室主導で進路支援体制を強化していく。学生動

向を教員と情報共有し、進路決定に対する職業意識の形成を図らせた上で、

具体的な方向性を見出し決定のための方策を練り、これを実践する。年間ス

ケジュールや方策については年度ごとに見直しを行い、より効果的な手法を

構築していく。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 善才 雅夫 



5-25 （1/1） 

5-25 学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-25-5 学生相談に関す

る体制は整備され、有

効に機能しているか 

5 

クラス担任制度を設け、常

時、授業ほか色々な悩みに対

する相談を行っている。 

なお、心理／精神面につい

ては専門のカウンセラーに

相談が出来る体制を整えて

いる。 

クラス担任による教務会

議での報告、また専門カウン

セラーからの報告により、相

談率も高く十分に機能して

いると判断できる。 

 教務会議（議事録） 

専門カウンセラー 

（報告書） 

5-25-6 学生相談室を開

設しているか 5 

1・2 号館に学園 3 校共同で

利用できる学生相談室を開

設している。 

案内掲示用ポスターに学生

相談室の開室日、担当者名と

利用方法を記載している。 

 学生相談室開室案内 

（ポスター） 

5-25-7 学生からの相談

に応じる専用カウンセ

ラーがいるか 
5 

学生相談室に専門カウン

セラー（2 名）を配置してい

る。 

5-25-6 イに同じ  学生相談室開室案内 

（ポスター） 

5-25-8 留学生に対する

学生相談体制は整備さ

れ、有効に機能してい

るか 5 

専属の留学生担当者（1 名）

を配置し、万全な体制で相談

が出来るようにしている。 

当該担当者は大専各（留学

生委員会）にも所属し、関係

行政機関や他校から得られ

る情報をもとにあらゆる問

題にも対応している。 

 大専各留学生委員会 

（委員名簿） 

ビザ取次申請資格者 
（在職） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

近年の新型コロナウイルスの影響を受け、これまでと違った相談内容も増

えた。その様な状況に於いても学校の責務として対応可能な範囲で相談にあ

たっている。 

  

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 辻本 功 



5-26 （1/1） 

5-26 学生の経済的側面に対する支援が全体的に整備され、有効に機能しているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-26-9 学生の経済的側

面に対する支援が全体

的に整備され、有効に

機能しているか 

5 

経済的支援として、日本学

生支援機構の奨学金予約採用

者を対象に、ドリームサポー

トプランと称して入学後の月

額分割払いを認める制度を整

えている。また、国（文科省）

が創設した『高等教育の修学

支援新制度』も 3 年目を迎え

修学支援の礎となっている。 

 ドリームサポートプランを

利用して入学してくる学生が

一定数いる。 

また、『高等教育の修学支援新

制度』による入学金免除と授業

料の一部減免、併せて返還不要

の奨学金（給付）が対象となる

学生も一定数いる。 

 

 ドリームサポートプラ

ン案内書及び利用者数 

 

高等教育の修学支援新制

度（対象者名簿） 

※確認更新審査：継続認定 

5-26-10 学費支援（免

除）制度が整備され、

有効に機能しているか 

5 

入学選考時、及び進級時点

に於いて、本校の規定に基づ

き、学費の一部を免除してい

る。また、入学後の家計急変

者には経済的支援制度を設け

支援体制を整えている。 

入学選考時の「リカレント生

対象学費支援制度」の利用者、

進級時の「在校生対象学費支援

制度」の採用者が多数いる。 

なお家計急変者には、まず国

の『高等教育の修学支援新制

度』で適宜対応している。 

 学生募集要項（11 ページ） 

減免規定書 

（経済的理由者対象） 

高等教育の修学支援新

制度 

（家計急変者名簿） 

5-26-11 学費の分納制

度等、学生を経済的に

支援する制度が整備さ

れ、有効に機能してい

るか 

5 

ドリームサポートプラン利

用者以外には、学費の分納制

度や延納制度を設けており、

一括納入が厳しい学生（保護

者）にとっては有効である。 

年間、一定数の分納者や延

納者がいる。 

 学費延納願 

学費分納願 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校として保護者の経済状況や学生自身の自費進学に対応すべく、可能な限

り『分納・延納』の対応を行っている。また、授業料等の免除については、

国の『高等教育の修学支援新制度』が有効に機能している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 宗田 宜士 



5-27 （1/1） 

5-27 学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能しているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-27-12 定期的に健康

診断を行うなど学生の

健康面への支援体制は

あるか 
5 

例年、年度初めの 4 月に、

全学生に対して健康診断を

実施している。 

提携病院より医師・看護師

はもとより、※検査技師を

派遣して貰っている。 

（※レントゲン検査車両） 

 健康診断結果データ 

※（非公表） 

 

5-27-13 学生の健康管

理を担う組織体制があ

り、有効に機能してい

るか 
4 

学園 1号館 2階に保健室を

設置し、契約により看護師を

常駐させ応急処置が行える

体制を整えている。また、提

携病院の医師とも必要に応

じて指示を仰ぐようにして

いる。 

実際に保健室を利用して

いる学生がいる。 

あくまでも応急的な処置

の対応であり、現状として

は、この体制を継続させる。 

契約書（看護師） 

契約書（提携病院） 

5-27-14 学生からの健

康相談等に専門に応じ

る医師・看護師等がい

るか 

4 

5-27-13 アと同じく、健康

相談等にも対応している。 

 5-27-13 イに同じ 5-27-13 ウに同じ 契約書（看護師） 

契約書（提携病院） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学園には医療系大学と医療系専門学校を併設している関係から保健管理室

を設置し、学園全体の学生を対象にして共同利用できる体制を整えており

有効的に機能している。なお、大半は看護師による応急対応で十分である

が、今後は校医による指示が必要なケースも想定して必要に応じた体制を

整える。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 辻本 功 

 



5-28 （1/1） 

5-28 課外活動に対する支援体制は整備され、有効に機能しているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-28-15 スポーツ等の

クラブ活動、ボラン

ティア活動その他、

課外活動に対する支援体

制は整備され、有効に機

能しているか 
4 

現在、バスケットボール

部・ロボット研究部・建築技

術研究会・グリーンウッドワ

ーク部が活動を行っており、

学生からの部費だけでは運

営が厳しいことから学生自

治会と学校から費用の一部

を支援している。 

 

 運営費用を支援すること

により、各クラブとも継続的

な活動が行えており、学校ホ

ームページのブログ欄で活

動報告がされている。 

ボランティアについては、

学校として推進できておら

ず、引き続き今後の検討事項

とする。 

クラブ案内 

（ポスター等） 

学校ホームページ 

（ブログページ） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

アルバイト等をする学生も少なくないことから、クラブへの入部を希望する

学生は決して多くない。その中でも本校が設置する学科系統に合致したクラ

ブもあり、部員は楽しく学生生活を過ごしていると判断できる。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 宗田 宜士 

 

 

 

 

 

 



5-29 （1/1） 

5-29 学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-29-16 遠隔地出身者

のための学生寮等、学

生の生活環境への支援

は行われているか 

5 

学校の関連会社や大専各

カスタマーセンターが連携

する企業を紹介することで、

学生（保護者）のニーズに合

った適切な物件の紹介が出

来ている。 

学校の関連会社は、フォク

トサービス（株）であり、ま

た大専各カスタマーセンタ

ーが連携する企業は、（株）ジ

ェイ・エス・ビーである。 

それらを介した場合、個人

で契約するよりも良い条件

で契約が結べる。 

 寮・マンション案内パン

フレット一式 

学生募集要項（13 ページ） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

悪徳な不動産会社が横行する中で、学校が紹介する関連企業が精査の上で

紹介や斡旋することは、遠隔地出身者にとっても安心で、且つ一般の方よ

りも好条件で契約が結べることは非常に有益な支援となっている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 浜野 哲二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5-30 （1/1） 

5-30 保護者と適切に連携しているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-30-17 保護者と適切

に連携しているか 

5 

各期での中間および期末時

期において、担任のコメント

とともに出席や学習状況の

報告書を送付しており、学習

面や就活面での支援、理解を

促している。 

保護者からの問い合わせや

相談について、事務的内容に

ついては事務担当にて、学業

状況や進路等については担

任や進路担当者が直接対応

を行っている。 

 

コロナ禍により対面での全

体説明会は実施せず、各担任

が支援、指導の必要な学生の

保護者や保護者の希望に応

じて電話相談やメールによ

る状況報告を小まめに実施

し、個々の質問や相談に対応

するように努めた。 

また、各期に成績通知書の

送付（年２回）を行い、出席

不良、成績不良等についての

連絡はクラス担任より直接

行っている。 

  成績通知の見方 

教務課からの案内 

担任からのお便り 

（非公表） 

成績通知書 

（非公表） 

授業支援システム 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

出席不良は中途退学の大きな要因ともなっている。そのことから、早期での

保護者との連携の下に、欠席理由の原因解明は中途退学を阻止する上で、

有効な手段なっている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 宗林 功 



5-31 （1/1） 

5-31 卒業生への支援体制はあるか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-31-18 同窓会が組織

化され、活発な活動を

しているか 

5 

校友会（卒業生組織）とし

て、各地区（北陸・近畿・中

国・四国・九州の各ブロッ

ク）に県単位で支部が設立さ

れている。 

校友会は毎年の総会だけ

でなく、各支部で開催され

ているイベントを通して情

報交換等を行っている。 

なお、2022年度に於いても

新型コロナウイルスによる

影響を鑑み、イベントの中止

やオンラインに切り替える

等の対応をした。 

 校友会ホームページ 

・組織図 

・イベント案内書 

5-31-19 卒業生をフォ

ローアップする体制が

整備され、有効に機能

しているか 5 

卒業生対象の中途採用情

報を提供し、再就職支援を行

っている。また、卒業後に指

定した資格取得に対しては

報奨金制度を設けている。 

多くはないが、中途入社を

希望する卒業生が問い合わ

せをしてきて対応している。

また、1 級建築士の資格取得

者への報奨金も出している。 

 校友会ホームページ 

・報奨金制度 

・OCT ジョブサーチ 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校内に校友会事務局を常設し、また近畿を中心とした西日本全域に支部が

存在することで、卒業生のあらゆる情報（活躍等）が迅速にキャッチでき、

その得た情報をもとに他の各支部へ発信できることは卒業生全体への励み

になっていると考えられる。併せて、転職における支援は多くの卒業生が求

めていることであり、これを今後も拡充させる。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 浜野 哲二 

 

 

 



基準６ 教育環境 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

パソコン機器類等を始めとした施設・設備に於いては、教育上必要かつ十分

な対応が出来るよう整備し、経年による劣化や故障等のメンテナンスを鑑み

て、5 年以上を経過するものについては、今後十分な管理を行っていかなけ

ればならないと考えている。また、新型コロナウイルスの影響を受け急速に

拡がった情報通信技術のもと、高等教育機関として OCT 独自の ICT 教育推

進に向けた電子黒板等の設置を段階的に進めている。そのため、中期計画（5

ヶ年計画）では、先を見据えた予算計画を盛り込んでいる。また学外実習や

インターンシップ等に於いても、十分な教育体制を整備し教育効果は上が

っていると判断出来るが、更なるインターンシップの連携企業の開拓の必要

性を感じている。なお、防災に対する体制については、マニュアルを完成さ

せたのみで、実際の訓練等には至っていない事から早急に対応する必要性が

ある。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 浜野 哲二 

 

  



6-32 （1/1） 

6-32 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

6-32-1 施設・設備は、

教育上の必要性に十分

対応できるよう整備さ

れているか 5 

各学科の学生数、及びカリキ

ュラム内容に応じて中期計画に

基づき、教室仕様の変更やパソ

コン機器等を整備している。 

また、教育の ICT 化に向けた

電子黒板の設置を段階的に進め

ている。 

  福田学園事業計画書 

（OCT） 

中期計画書（5 ヵ年計画） 

6-32-2 施設・設備のメ

ンテナンス体制が整備

され、有効に機能して

いるか 
4 

学園内にネットワーク、及び

PC 機器等に係る専属職員を配

置して、通常のメンテナンス体

制に対応している。また、施設の

メンテナンスは可能な範囲で営

繕（2 名）が対応している。 

施設・設備に不具合等が生じ

た場合は、迅速な対応が求めら

れる為、まずは専属職員や営繕

が対処しているが、特別に専門

技術が伴うものは外部に依頼し

て対応している。 

限られた経営資源（ヒト・モ

ノ・カネ）と言った観点からは、

現状のメンテナンス体制を維持

させる方策が良いと判断してい

る。 

学園事務職員名簿 

保守契約書 

6-32-3 施設・設備の更

新に関する計画を立

て、計画通りに更新し

ているか 

4 

事業計画書【運営基本方針】の

中で長期的な展望を踏まえて適

宜、施設・設備に関わる事案を明

記し計画実行している。 

 中期計画（5 ヵ年計画）のもと

単年度ごとに理事会・評議員会

の承認を得て実施している。 

 但し、学園全体の予算や優先

案件が発生した時には、当該年

度以降にずれ込む場合がある。 

福田学園事業計画書 

（OCT） 

中期計画書（5 ヵ年計画） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

業界のニーズを鑑みたうえで教育上必要な施設・設備については、事業計画の

もと中期計画（5 ヶ年計画）のなかで詳細に表し、理事会・評議員会の承認を得

て実施している。なお、そのメンテナンス体制は専属職員や営繕を配置し初期

対応しているが、学園職員という人的制限や能力的な限界もあり、業者との保

守契約を交わすことで緊急対応に備えている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 浜野 哲二 

 



6-33 （1/1） 

6-33 学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

6-33-4 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等について外部の関

係機関と連携し、十分

な教育体制を整備して

いるか 

４ 

学科の系統やその学生数

に応じて、外部の関係機関、

企業等と連携し、十分な教育

体制を整備している。 

OCT 企業研修の結果状況。 

連携企業数は延べ 398 社、 

参加学生数は延べ 197 名で

あった。 

Career Map を積極的に活

用することにより、新規の研

修受け入れ企業が増加して

いる。また、当企業研修に留

まらず各社独自のインター

ンシップの活用も積極的に

推進できている。 

進路支援室資料 

 

6-33-5 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修について、その実績

を把握し教育効果を確

認しているか ５ 

インターンシップについ

て、参加した学生の実績を把

握し教育効果を確認してい

る。特に施工、製造の現場感

や多様な設計スタイルのあ

り方など学内では得られな

い学びがあり、これが進路決

定の指針にもなっている。 

各種資料により実績を、ま

た連携先からの評価レポー

トや学生レポートによりそ

の効果を確認している。 

また、進路面談における職

業感の明確化、進路活動時期

の早期化が顕著である。 

 進路支援室資料 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

インターンシップについては上記記載のとおりである。学外実習（研修）と

して、学科ごとに建築施設の見学会や外部機関主催の展示会などに積極的に

参加している。なお、海外研修に於いては校友会が主催してヨーロッパを中

心に年一度開催していたが、2022 年度も新型コロナウイルの影響により中

止とした。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 善才 雅夫 

 

 



 6-34 （1/2） 

6-34 防災に対する体制は整備されているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

6-34-6 防災に対する体

制は整備され、有効に

機能しているか 
2 

防災士、及び各施設に防火

管理責任者と営繕（2 名）を

配置している。 

また、非常時の備蓄品も保

管している。 

各施設の定期点検を行って

いる。 

体制を整備し防災マニュ

アルを作成したものの、それ

に基づく研修会、及び訓練の

実施まで至っていない。 

防災マニュアル 

備蓄品 

6-34-7 災害を起こす可

能性のある設備・機器

等の情報は十分に伝え

られているか 

4 

営繕担当者が定期的に点検

をしており、管理責任部署

（法人室）へ情報伝達してい

る。 

設備・機器等の状態も含め

た口頭による報告がある。 

今後は、報告書として情報

を伝達するよう指導する。 

 

6-34-8 実習時等の事故

防止の体制は十分か 

2 

防災マニュアルは完成して

いるが、全教職員まで周知徹

底出来ていない。 

現状に応じた防災マニュア

ルがある。 

6-34-6 ウに同じ。 防災マニュアル 

6-34-9 万が一の災害が

起きた場合に備えた保

険等の処置は十分なも

のとなっているか 
5 

店舗総合保険に入ってい

る。 

建物及び実習機材、資財迄

の補償がされている。 

また、学生についての補償

は学生傷害保険に加入をさ

せている。 

  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

 

 

 

 



6-34 （2/2） 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

6-34-10 防災訓練を実

施しているか 

1 

2019 年度・2020 年度と 2 ヵ

年に亘り教職員全体に対し

て、外部より講師を招き防災

啓発（講習会）を行う計画を

立てたが、台風（2019 年度）、

及び新型コロナウイルス

（2020 年度）の影響を受け、

2 年連続止む無く中止となっ

た。また、2021 年度・2022

年度は新型コロナウイルス

の影響が残っており計画を

立てることが出来なかった。 

6-34-10 アの記載通り 新型コロナウイルス感染

症の感染法上の位置付けが 2

類相当から5類に移行される

ことから、改めて計画を立て

直し、2023 年度には全教職

員対象の災害対策セミナー

の受講を計画する。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

防災士、及び施設の防火管理責任者として営繕（2 名）を配置し、備蓄も保

管している。また、防災マニュアルを作成したものの、それに基づく研修会

や訓練の実施が出来ておらず、今後は全教職員への防災啓発を始めとして、

非常時に対応出来うる体制を整えて行く必要性がある。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 辻本 功 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



基準７ 学生の募集と受け入れ 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

創立 127 年を迎え、多数の卒業生の活躍もあり各業界からは伝統と実績の

ある学校として信頼されている。その実績等を正確に学校案内等にも掲出

している事から志望者にも安心して進学出来る学校としての評価もあり、

学生募集に大きく良い影響を与えている。近年では学校案内・学校ホームペ

ージをリニューアルし、各媒体との内容も統一している。次に、学生募集活

動に当たっては大阪府専修学校各種学校連合会と高等学校進路指導協議会

との遵守事項に沿って行っている事から問題はない。尚、学校の教育内容

等をより理解して貰う機会として「オープンキャンパス」・「学校説明会」の

開催や「個別相談」を実施している。また、遠隔地の生徒向けには「オープ

ンキャンパス」をオンラインで中継し、終了後には個別相談も実施している。

併せて、24 時間視聴できる「オンデマンド WEB オープンキャンパス」も

実施している。その他の機会としては、工業系高校からの依頼で行う「出前

授業」や代理店主催の「高校内ガイダンス」にも参画することで正確な情報

が提供できている。そのような経緯から、志望者の多くが本校の教育内容を

理解し、且つ職業意識を強く持っていることで『本人の資質』を第一に捉え

た選考を行うことができている。その結果、選考結果に対する不満の声は聞

いていない。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 吉松 秀典 



7-35 （1/1） 

7-35 学生募集活動は、適正に行われているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

7-35-1 学生募集活動

は、適正に行われてい

るか 5 

大専各と高等学校進路指

導協議会との遵守事項に沿

って学生募集活動を適正に

行っている。 

遵守事項の中で特に重要

である願書受付の時期等に

ついて厳守している。 

※AO 入試のエントリー開始

時期も厳守している。 

 学生募集要項 

（3 ページ、8 ページ） 

7-35-2 学校案内等は、

志望者・保護者等の立

場に立った分かり易い

ものとなっているか 

5 

学校案内等では、実際に基

づいた表記をしており、志望

者のみならず保護者にも分

かり易い内容となっている。 

各学科の紹介を始めとし

て、特に修学に必要な学費等

もすべて明記している。 

  学校案内 

学生募集要項 

（9～10 ページ） 

学校ホームページ 

7-35-3 志望者等の問い

合わせ・相談に対応す

る体制があるか 5 

入学案内の専属担当職員が

窓口となり、相談内容に応

じて学科担当の教員も同席

できる体制を取っている。 

専属担当職員 2 名が在職。 

また、個別見学では希望学

科担当教員とスケジュール

調整のうえ、詳細な学科説明

が出来る体制を整えている。 

  学園教職員名簿 

7-35-4 募集定員を満た

す募集活動となってい

るか 4 

募集定員を満たすべく広

報活動を行っているが、令和

4 年度の総定員充足率は、

82％と 3 ポイント減となっ

た。 

フレックス建築学科（単位

制）の入学者がゼロとなった

ことが大きく影響した。特殊

な学科であり、今後の存続が

厳しいことは否めない。 

 令和 5 年度には、まず当該

学科の募集停止を行う。 

また、OCT 独自の ICT 教

育が体感できる学校説明会

等に取り組む。 

専修学校基礎資料調査票 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

全体的に学生募集活動は適正に行われている。また、学校案内や学生募集要項

をもとに、その他に掲出する媒体（学校ホームページ、スマートフォンホーム

ページ、進学情報誌等）での表現は統一しており、志望者等に誤解を招かない

ように伝えている。また、学生アンケート調査結果の分析より、弱みを改善し

学校の強みとしての広報活動を展開している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 吉松 秀典 



7-36 （1/1） 

7-36 就職実績、資格取得実績、卒業生の活躍の教育成果は、学生募集に貢献したか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

7-36-5 就職実績、資格

取得実績、卒業生の活

躍の教育成果は、学生

募集に貢献したか 

5 

各学科とも就職率は高く

また、建築士専科生の2級建

築士合格率も全国平均を上

回る結果を残している。更に

卒業生の活躍も含めて学校

案内や学校ホームページ等

を通じて掲出している事で

学生募集に貢献していると

言える。 

入学者アンケートの結果、

入学を決定した理由では「就

職支援体制や実績が良い」が

5 点満点で 4.3 点「資格取得

実績」が 4.3 点と評価が高い。

業界就職率 100％を経年継続

しており、年々大手企業から

の求人も増加している。 

 進路状況のまとめ 

入学者アンケート 

7-36-6 卒業生の活躍の

教育成果が学生募集に

貢献したかどうか正し

く認識する根拠を持っ

ているか 5 

卒業生からの紹介により

本校を認識した者も多く、入

学者アンケートでも、卒業生

の紹介や評判で、入学を決断

したと判断できる。 

入学者アンケートの結果「卒

業生が活躍している」が 5 点

満点で 4.1 点「他の学校に比

べて評判が良い」が 4.1 点と

卒業生の評価も高く、家族や

卒業生、高校教員からの紹介

も全体の 38％と全国平均よ

り高い。 

 入学者アンケート 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

創立 127 年の歴史も有り、多数の卒業生が業界で活躍している様子を学校

案内等に掲出しており、志望者にとっては大きく学生募集に貢献している

と思われる。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 吉松 秀典 

 

 



7-37 （1/1） 

7-37 入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

7-37-7 入学選考は、適

正かつ公平な基準に基

づき行われているか 

5 

受験者以外の事情は一切

加味せず、人物本位での面接

と筆記試験（※）の結果に基づ

いて、入試判定会議を開き公

正な合否判定を行ってい

る。 

（※）筆記試験ない入試方法

も一部ある。 

合格者は勿論のこと不合格

者からも合否判定に対する

不満の声は聞いていない。 

 

（※）入学志願書には、国籍や

保護者名を記載する欄を設

けていない。 

 入学志願書 A 

入試判定資料 

7-37-8 入学選考に関す

る情報とその推移を学

科ごとに正確に把握し

ているか 
5 

経年に於いて、学科毎に

受験者の判定結果（合格者

数・不合格者数、及び判定

記録）を残している。 

過去５年間の判定結果は事

務課で資料及びデータで保

存している。 

 入試判定資料 

出願者学科別試験区分

別人数一覧 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学選考は受験者の資質を見極めた合否判定としている事から、その結果に

ついて特に受験生から不満の声を聞いていない。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 辻本 功 

 

 

 

 

 

 



7-38 （1/1） 

7-38 学納金は妥当なものとなっているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

7-38-9 学納金は、教育

内容、学生および保護

者の負担感等を考慮

し、妥当なものとなっ

ているか 
5 

学納金については、社会

情勢を踏まえて毎年検討を

重ね、必要に応じて変更を

行っている。 

  学生募集要項 

（9～10 ﾍﾟｰｼﾞ） 

7-38-10 学納金に関す

る情報とその推移を学

科ごとに正確に把握し

ているか 
5 

経年に於いて、学生募集

要項を保管しており、その推

移は過年度分を見れば分か

るようにしている。 

保存期間の過去５年間の

学生募集要項は事務課で保

存している。 

 学生募集要項 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

同分野の他校とも年間学費にはあまり差異がなく、学生や保護者の負担も

考慮した学納金になっている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 吉松 秀典 

 

 

 

 



基準８ 財務 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

中長期的な財務計画を作成し、その主要となる財務数値は正確に把握出来

ているが、今後も更なる安定を目指して、教育研究経費や管理経費両面に於

いて、なお一層の経費節減が必要である。また、設置校と法人部門の双方に

て、学生納付金以外の収入確保の努力も進めている。次に、年度予算は目的、

目標に照らし有効かつ妥当なものとなっており、概ね予算書に従って科目毎

に適正かつ計画的に執行しているが、一部の科目に於いて予算通りとならな

い場合は、補正予算を組み当該年度内で完了するようにしている。また、財

務の会計監査は、私学振興助成法に基づく公認会計士による監査（決算監

査・月次監査）、及び私立学校法に基づく監事監査（決算監査）を毎年適切

に実施しており、会計監査を受ける側・実施する側の責任体制、監査の実施

スケジュールも妥当なものとなっている。 

財務情報の公開に関しては「財務書類等閲覧規程」に基づき整備し、学校

法人福田学園のホームページに於いて、資金収支計算書・活動区分資金収支

計算書・事業活動収支計算書の大科目と、貸借対照表、監事の監査報告書、

事業報告書、及び経年比較表等関連資料も公開しており、容易に閲覧出来る

ようにしている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 岩田貴代 

 

 



8-39 （1/1） 

8-39 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

8-39-1 中長期的に学校

の財務基盤は安定して

いるといえるか 
5 

中長期的に学校の財務基盤

は、比較的安定しているとい

える。 

借入金や長期の負債もな

く、学生納付金以外の資産

運用収入等も確保し、比較的

安定的に財務運営を行うこ

とが出来ている。 

 中期計画（5 ケ年計画） 

資金収支計算書 

事業活動収支計算書 

8-39-2 主要な財務数値

に関する情報とその推

移を正確に把握してい

るか 

5 

主要な財務数値に関する情

報とその推移を正確に把握

している。 

最近数年（5 年以上）の収支

データ（収支計算書）は身近

に有り、その推移を正確に

把握できている。 

 過去 5 ヵ年の収支計算書 

（財産目録含む） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

中長期的に財務基盤は比較的安定しており、その主要となる財務数値は正確

に把握出来ているが、設置校 3 校の 5 ケ年計画を確実に実施に移すことに

より、今後も学園全体の黒字決算を維持して行く。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 岩田貴代 



8-40 （1/1） 

8-40 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

8-40-3 年度予算、中期

計画は、目的・目標に

照らして、有効かつ妥

当なものとなっている

か 
5 

年度予算、収支計画は、目

的・目標に照らし、有効かつ

妥当なものとなっていると

言える。 

中期計画に基づいて当該年

度の執行予定を立てると共

に、学生数の推移等による収

入・支出見込みと過去 2～3

年の科目別執行状況を参考

にしており、適正かつ妥当

な予算となっている。 

 過去 5 ヵ年の収支計算書 

予算書 

中期計画（5 ケ年計画） 

8-40-4 予算は計画に従

って妥当に執行されて

いるか 
5 

概ね予算に従って、妥当に

執行されている。 

予算書に従って、科目毎に

適正かつ計画的に執行して

いる。 

 過去 5 ヵ年の収支計算書 

予算書 

中期計画（5 ケ年計画） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

年度予算は、目的、目標に照らし有効かつ妥当なものとなっており、概ね

予算書に従って、科目毎に適正かつ計画的に執行している。また、除中退者

を減らすことで、予算通りの収入を確保したい。なお、一部に於いて予算通

りとならない場合は、補正予算を組み当該年度内で完了している。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 岩田貴代 

 

 

 

 

 



8-41 （1/1） 

8-41 財務について会計監査が適正におこなわれているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

8-41-5 財務について会

計監査が適正におこな

われているか 
5 

毎年、財務について会計監

査が適正に行われている。 

私学振興助成法に基づく公

認会計士による監査（決算監

査・月次監査）、及び私立学

校法に基づく監事監査（決算

監査）を毎年適切に実施して

いる。 

 監査スケジュール 

 

公認会計士及び監事の

監査意見書 

8-41-6 会計監査を受け

る側・実施する側の責

任体制、監査の実施ス

ケジュールは妥当なも

のか 

5 

会計監査を受ける側・実施

する側の責任体制、監査の

実施スケジュールは妥当な

ものとなっている。 

毎年、法人室が責任部署と

して、監査スケジュールを

公認会計士及び監事と打合

せの上、適切に定めてい

る。 

 監査スケジュール 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

財務の会計監査は、私学振興助成法に基づく公認会計士による監査（決算監

査・月次監査）及び私立学校法に基づく監事監査（決算監査）を毎年適切に

実施しており、会計監査を受ける側・実施する側の責任体制、監査の実施

スケジュールも妥当なものとなっている。年度末の監事監査には公認会計

士が同席し、公認会計士と学園監事の意見交換ができる場の設定も行ってい

る。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 岩田貴代 

 

 

 

 

 

 

 



8-42 （1/1） 

8-42 財務情報公開の体制整備はできているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

8-42-7 私立学校法にお

ける財務情報公開の体

制整備はできているか 

5 

私立学校法における財務情

報公開の体制整備はできて

いる。 

財務情報の公開に対して、

「財務書類等閲覧規程」に基

づき公開するに当たっての

体制等を整備し、学園全体の

諸データを学校法人福田学

園のホームページ（情報公

開）にて公開している。 

 財務書類等閲覧規程 

資金収支計算書 

活動区分資金収支計算書 

事業活動収支計算書 

貸借対照表 

事業報告書 

8-42-8 私立学校法にお

ける財務情報公開の形

式は考えられているか 

5 

私立学校法における財務情

報公開の形式は考えられて

いる。 

財務情報の公開に対して、

「財務書類等閲覧規程」に公

開するに当たっての方法、

考え方を明示している。 

 財務書類等閲覧規程 

資金収支計算書 

活動区分資金収支計算書 

事業活動収支計算書 

貸借対照表 

事業報告書 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

財務情報の公開に対して、「財務書類等閲覧規程」に基づき公開するに当た

っての体制等を整備しており、方法・考え方を明示している。また、学校法

人福田学園のホームページ上（Web サイト）で公開している。 

※経年比較表等関連資料も追加し公開している。 

 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 岩田貴代 

 

 

 



基準９ 法令等の遵守 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

法令や設置基準等の遵守と適正な運営については、専修学校設置基準、各種

学校規程、その他の関係法令のほか大阪府私立専修学校・各種学校設置認

可等に関する審査基準による認可を受けており、学則等に変更が生じた場

合は、その都度、届出を行っている事からも適正な学校運営を行っている

と言える。しかしながら、学生に対しては入学時のガイダンスに於いて、学

則の一部抜粋を記載した学生便覧での啓発活動に留まっている。 

次に、個人情報に関する保護と対策については、学園として P マークの認

証を 2006 年 12 月～2012 年 12 月迄の期間取得していたので、当該個人情

報保護に関するマニュアルや各種規定の下に管理体制を整えているため、 

問題はないと判断出来る。2015 年には、TCE 財団により新設された SP マ

ークの外部審査も受審し適合との評価を得ることができた。なお、教職員に

は定期的に研修を実施し、学生には CM を通じて日頃より啓発活動（特に、

外部実習前には研修を実施）を行っている。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 伊東 和幸 

 

 



9-43 （1/1） 

9-43 法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

9-43-1 法令や専修学校

設置基準等が遵守さ

れ、適正な運営がなさ

れているか 

5 

広く社会の信頼を得るべく

法令や専門学校設置基準を

遵守し、適正な学校運営を

行っている。 

専修学校設置基準、各種学

校規程、その他の関係法令

のほか大阪府私立専修学

校・各種学校設置認可等に

関する審査基準に適合し認

可を受けた学校であり、学則

等に変更が生じた場合は、

その都度、適正に大阪府（私

学課）へ届出を行っている。 

 学校設置認可書 

学則変更届 

9-43-2 法令や専修学校

設置基準等の遵守に関

して、教職員・学生等

に対する啓発活動を実

施しているか 
3 

教職員・学生等に対して、

ガイダンス、教職員研修で

一定の啓発活動は実施して

いる。また、新任教員につい

ては、大専各が主催する研修

会に参加させるようにして

いる。 

学生に対しては、入学時の

ガイダンスで学則の一部抜

粋を記載した学生便覧に基

づき啓発活動を実施してい

る。また教職員に対して

は、年１度の教職員研修で

啓発活動を行っている。 

啓発活動として、十分な内

容とまでは言えないことか

ら、別途、対象者に応じた啓

蒙活動を検討する。 

学生便覧 

教職員研修資料 

新任教員研修会案内 

（大専各） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

専修学校設置基準、各種学校規程、その他の関係法令のほか大阪府私立専

修学校・各種学校設置認可等に関する審査基準に適合し認可を受けてお

り、学則等に変更が生じた場合には、その都度、届出を行っている事から

も適正な学校運営を行っていると言える。しかしながら、教職員や学生等

に対する法令や専修学校設置基準等の遵守の啓発活動は十分とは言えな

い。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 伊東 和幸 



9-44 （1/1） 

9-44 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

9-44-3 志願者、学生や

卒業生および教職員等

学校が保有する個人情

報に関し、その保護の

ための対策がとられて

いるか 
5 

福田学園として、2006年 12

月～2012 年 12 月までの期

間、Ｐマークの認証を取得し

ていたこともあり、学校が

保有する志願者や在学生・卒

業生及び教職員等の個人情

報に関し、その保護のための

対策を取っている。 

個人情報保護のためのマニ

ュアル、各種規定を制定す

ると共に、在学生や教職員

全員からは個人情報収集同

意書（教職員については、更に

秘密保持誓約書）を取ってい

る。 

 個人情報保護マニュアル 

各種規程 

個人情報収集同意書 

秘密保持誓約書 

9-44-4 個人情報に関し

て、教職員・学生等に

対する啓発活動を実施

しているか 
5 

9-44-3 のアと同じく 

個人情報に関して、教職

員・在学生に対する啓発活

動を実施している。 

教職員研修時に個人情報保

護研修を行っている。 

また、在学生に対しては学

生便覧等で啓発を行ってい

る。 

 研修資料 

学生便覧（75～76 ﾍﾟｰｼﾞ） 

学生募集要項（14 ﾍﾟｰｼﾞ） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

2006 年 12 月～2012 年 12 月までの期間、P マークの認証を取得していた

ことで、当該マニュアルや各種規定に基づき個人情報保護の管理体制を整

えていたために問題はない。2015 年には、TCE 財団により新設された SP

マークの外部審査を受け、適合との評価を得ることができた。また、教職員

には研修で、在学生には学生便覧等で啓発活動を行っている。以上の事か

ら個人情報保護の対策は取られていると判断できる。 

 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 伊東 和幸 

 

 



基準１０ 社会貢献 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

地域の各種団体（行政・企業等）との連携では、寝屋川市とその萱島地区住

民の方々に対する街づくり提案をはじめ、不動産会社や経営コンサルティン

グ会社、マンションオーナー様に対する店舗やマンションリフォームの提案

などを行っている。また、例年地域社会との連携という趣旨のもと、学校の

資源（教室や施設等）を活用する事で、各種資格試験等の団体に貸し教室と

して提供している。更には、日本建築学会（近畿支部）が主催する研究発表

会には最優先として校舎を開放している。しかしながら、2020 年度以降は

新型コロナウイルスの影響により、多くの催事がオンラインでの開催や開催

自体が中止となり、例年と比較して少数の貸出しとなった。なお、2023 年

5 月には、新型コロナウイルス感染症が感染法上の位置付けが 2 類相当から

5 類に移行されることで、それに先行して徐々にではあるが貸出しを希望さ

れる団体が増えつつある。次に、ボランティアに関しては、学生の多くがア

ルバイトを優先的に行っている現状からボランティア活動の推進ができて

いない。今後の検討事項としては、併設校である大阪保健医療大学、大阪リ

ハビリテーション専門学校と連携し、医療・介護施設の現状を知る事で、バ

リアフリー化や先端医療機器など建築・福祉機械等に関する現状を体感し、

ボランティアと兼ねる機会として捉え、教育カリキュラムに落とし込む検討

を行う。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 浜野 哲二 

 



10-45 （1/1） 

10-45 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

10-45-1  広く教育機

関、企業・団体、及び地

域との連携・交流を図

っているか 5 

行政機関、民間企業、周

辺施設などと共同した各種

実習やコンペ参加を推進し

ており交流を図っている。 

寝屋川市とその萱島地域住

民の方々に対するまちづくり

提案や、不動産会社や経営コン

サルティング会社、マンション

オーナー様との連携で店舗や

マンションのリフォーム提案

などを行っている。 

 各種企画書 

10-45-2 学校の資源を

活用し、生涯学習事業

や雇用促進への支援を

行っているか 

3 

例年、土曜・日曜や長期休

暇期間には、各種資格試験団

体等からの依頼を受けて貸

し教室として提供している。 

 2020 年度からの新型コロナ

ウイルスの感染対策を踏まえ

て各種団体ともオンライン開

催が中心となった為、貸し出し

実績としては一部となってい

たが、2023 年 5 月には、新型

コロナウイルス感染症が感染

法上の位置付けが 2 類相当か

ら 5 類に移行されることで、

先行して利用される団体も

徐々にではあるが増えつつあ

る。 

雇用促進については、以前

に、大阪府より委託事業を受

託し支援を行ってきたが、現

在、平日の昼間に於いては、

空き教室がない事から実施

できない状況にある。 

貸し教室（実績記録） 

10-45-3 学校の施設・

設備を開放するなど、

地域社会と連携してい

るか 

3 

例年、日本建築学会（近畿

支部）が主催する研究発表会

の会場として校舎を開放し

ている。 

 10-45-2 イ同様に、当該研

究発表会もオンライン開催

となったため、本校の施設を

利用しなかった。 

 10-45-2 イの状況から、

2023 年度は、対面での開催

（6 月）を予定しているとの

連絡が本校に入っている。 

 

10-45-4 諸外国の学校

などと連携し、留学生

の相互の受け入れ、共

同研究・開発を行って

いるか 

NA 

    



 

10-45-5 重要な社会問

題について、学生や教

職員に対し啓蒙活動

を行っているか 
3 

人権問題については、

2022 年度人権教育・指導計

画書に基づき実施している。 

同和問題・障害者の人権・

個人情報・就職時の人権課題

について実施している。 

虐めやハラスメント、また

薬物等の問題についても必

要性があり、教職員には研修

会を通じて、また学生にはキ

ャリアガイダンスの時間を

利用して、引き続き啓発して

行く。 

2022年度人権教育・指導

計画書 

10-45-6 学校として重

要な社会問題に具体

的に取り組んでいる

か 
3 

教職員には研修会、学生に

は担任等を通じて、キャリア

デザインの時間で取り組ん

でいる。 

各種団体等で開催された

研修内容を全教職員で共有

し、また、学生に対しては必

要に応じた内容で啓発して

いる。 

10-45-5 ウの内容に同じ。 各種団体等の研修案内 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

地域の各種団体（行政・企業等）とは、連携課題により積極的な推進とコン

ペ等への参加促進で交流等を図っている。また、教職員対象講座等により重

要な社会問題への取り組みを推進し、また学校の資源（空き教室等）を活用

することで社会との連携を図り、支援を行うことで社会貢献の一端を担って

いる。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 吉田 裕彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10-46 （1/1） 

10-46 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

10-46-7 学生のボラン

ティア活動を奨励、支

援しているか 

1 

積極的には、奨励も支援も

していない。 

大きな災害等が発生した

時に、各種団体からの要望に

より学生のボランティア案

内を行う程度である。 

併設校である医療分野の

大学や専門学校と連携する

等をし、医療・介護施設等で

の学生ボランティア活動に

ついて検討して行きたい。 

 

10-46-8 学生のボラン

ティア活動の状況を把

握しているか 

NA 

    

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

併設校である大阪保健医療大学、大阪リハビリテーション専門学校と連携

し、医療・介護施設の現状を知る事で、バリアフリー化や先端医療機器など

建築・機械に関する現状を体感する事も視野に入れて、学生ボランティアと

兼ねる機会設定の検討を行う。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 浜野 哲二 

 

 

 



基準１１ 国際交流 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

点検中項目総括に同じく、外国人留学生の受け入れや学内での体制は適切に

行っており、大きなトラブルは起こっていない。しかし、交換留学を始めと

する戦略的な国際交流を図る取り組みについては、法的な問題だけでなく異

国の文化や習慣の問題もあり、今後は十分な検討を慎重に重ねていく。 

なお、政府の『未来を創造する若者の留学促進イニシアティブ＜J-MIRAI＞』

では、2033 年までの目標計画に外国人留学生の受入れ・定着 40 万人が提言

されているように、それに対応して学内に於ける受入れ態勢（異国の文化・

習慣への理解や教授力等）を整える必要があると考えている。特に、近年ネ

パール国籍の外国人留学生数が増加してきており、これまでベトナム国籍の

外国人留学生が多数入学してきたように、今後はネパール国籍の外国人留学

生の入学に備え、彼らの価値観や慣習を十分に認知し、学内全体へ情報共有

する必要がある。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 宗田 宜士 



  11-47 （1/1） 

11-47 留学生の受け入れ・派遣について戦略を持って国際交流を行っているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

11-47-1 留学生の受け

入れ・派遣について戦

略を持って国際交流を

行っているか 3 

外国人留学生の受け入れ

については、計画的に行って

いるが、派遣までの施策を持

っての国際交流は行ってい

ない。 

日本国内での日本語学校

からの受け入れを基本とし

ており、原則、海外からの直

接受け入れは行っていない。 

外国の学校との提携によ

る受け入れ・派遣について

は、色々な体制整備も必要で

あるため、まずは配置した専

属担当職員の経験値を高め

る必要がある。 

外国人留学生在籍名簿 

11-47-2 受入れ・派遣等

において適切な手続き

等がとられているか 5 

外国人留学生の受け入れ

に於いて、適切な手続き等を

取っている。 

 

文科省が定める基準（入学

資格）のもと入学選考を行

い、入国管理局には年間 4 回

の定期報告を行っている。 

 大阪入国管理局平成 24

年 10 月 1 日発行の書類 

学生募集要項（6 ページ） 

11-47-3 学習成果が国

内外で評価される取組

みを行っているか 
NA 

    

11-47-4 学内での適切

な体制が整備されてい

るか 5 

外国人留学生に対応でき

る専属担当職員を配置し、体

制を整えている。 

外国人留学生の在留・就労

等のビザ取次申請対応がで

きる担当（入学相談・生活指

導・進路指導を含む）の専属

職員がいる。 

 ビザ取次申請者（在職員） 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

外国人留学生の受け入れや学内での体制は適切に行っており、大きなトラ

ブルは起こっていない。しかし、交換留学を始めとする戦略的な国際交流を

図る取り組みについては、法的な問題だけでなく異国の文化や習慣の問題も

あり、今後は十分な体制を整えて慎重に進めて行く。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 宗田 宜士 



基準１２ 自己点検・自己評価、第三者評価 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

2009 年度より項目を絞って自己点検・自己評価を実施し、2010 年度からは

私立専門学校等評価研究機構の「自己点検ブック」全項目に亘って実施した。

しかしながら、問題点が全て迅速に改善出来るものばかりではなく、これま

で通り優先順位（重要項目）を付けて、計画的に改善する必要性を感じてい

る。また、2022 年度も文科省「専修学校における学校評価ガイドライン」

に基づき全項目について実施し、その後、学校関係者（外部機関）からの評

価を受け、その結果を併せて公開した。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 浜野 哲二 

 

 



12-48 （1/1） 

12-48 自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

12-48-1 自己点検・自

己評価を定期的に実施

し、問題点の改善に努

めているか 4 

2010 年度より私立専門学

校等評価研究機構の「自己点

検ブック」に基づき全項目に

亘って実施しており、また、

2013 年度からは文部科学省

のガイドラインに沿って実

施している。 

『自己点検・自己評価表』

が経年分存在する。問題点の

改善については、優先順位を

確認しながら進めている。 

問題点の改善に、優先順位

を付けながら進めるも、中に

は高額な経費を要するもの

もある。その場合は、中期計

画を立てて順次進めている。 

自己点検・自己評価表 

12-48-2 自己点検・自

己評価に関する方針は

確立されているか 
5 

自己点検・自己評価につ

いて、あらゆる観点から『学

校の現状を確認したうえで

問題点について改善して行

く』と言う方針を確立してい

る。 

自己点検・自己評価委員会

を組織した上で、問題点の改

善に向けた進捗状況を運営

会議で確認している。 

 委員会組織表 

運営会議議事録 

12-48-3 自己点検・自

己評価に関する方針は

関係者に対して正確に

伝わっているか 

5 

運営会議のメンバーが、 

主に関係者（各担当者）であ

る事から正確に伝わってい

る。 

 12-48-3 アに同じ   

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

2010 年度に私立専門学校等評価研究機構の「自己点検ブック」全項目に亘

って実施していたが、2013 年度に於いて、改めて文科省「専修学校におけ

る学校評価ガイドライン」に基づき全項目について見直しを実施した。しか

しながら、問題点すべてを迅速に改善出来るものばかりではなく、2022 年

度に於いても、優先順位（重要項目）を付けて、計画的な改善を行った。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 浜野 哲二 



12-49 （1/1） 

12-49 自己点検・自己評価結果の公開はしているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

12-49-4 自己点検・自

己評価結果は公開して

いるか 5 

自己点検・自己評価結果

を公開している。 

2022年度も継続して、ホー

ムページに掲載している。 

 学校ホームページ 
（TOP ﾍﾟｰｼﾞ上部：情報公開） 

12-49-5 自己点検・自

己評価結果の公開に関

する方針は確立されて

いるか 5 

自己点検・自己評価の結果

を広く公開することで、ステ

ークホルダーに、あらゆる観

点からの『学校の現状と取組

みについて知ってもらう』と

言う方針を確立している。 

職業実践専門課程の認定

（継続）に伴い、毎年度、自

己点検・自己評価の結果のみ

ならず学校関係者評価と併

せて公開（9 月更新）してい

る。 

 学校ホームページ 
（TOP ﾍﾟｰｼﾞ上部：情報公開） 

 

学校関係者評価表 

12-49-6 自己点検・自

己評価結果の公開に関

する方針は関係者に対

して正確に伝わってい

るか 

5 

運営会議のメンバーが、 

主に関係者（各担当者）であ

る事から正確に伝わってい

る。 

運営会議議事録に当該記録

が残っている。 

 運営会議議事録 

自己点検・自己評価表 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

2022 年度も、文科省「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき全項

目について実施し、関連企業等の学校関係者評価も併せて、その結果を公開し

ている（9 月更新公開）。 

 

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 浜野 哲二 

 

 



12-50 （1/1） 

12-50 第三者機関による学校評価を受ける予定・方針は確立されているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

12-50-7 学校は、今後

実施される第三者機関

による学校評価を受け

る予定か 

NA 

    

12-50-8 第三者評価に

関する方針は確立され

ているか NA 

    

12-50-9 第三者評価に

関する方針は関係者に

対して正確に伝わって

いるか 

NA 

    

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 
最終更新日付 2023 年 03 月 31 日 記載責任者 浜野 哲二 

 

 

 

 

 

 


